
11/17 開会
議案・発議案提案説明 P.2、3

11/27～12/5 議案質疑一般質問
4、5

14~19

12/7～12/19 各委員会の審査 6、7

12/22 採決（議案等の議決）
閉会 8

その他
閉会中の委員会報告� 9
会派の抱負� 10~13
会派の構成� 12
お知らせ� 20

年 頭 の あ い さ つ
第６４代議長  渡

わた
辺
なべ

 賢
けん

次
じ

市民の皆様におかれましては、穏やかな新春を
お迎えのこととお喜び申し上げます。
さて、元日の石川県能登地方を震源とする地震
発生により、被害に遭われた皆様に心からのお見舞いを申し上げま
すとともに、一日も早い復旧を心よりお祈り申し上げます。
昨年、船橋市議会議員の改選が行われ新しい議員も加わり、市
議会はより活性化してまいりました。
市議会の取組といたしましては、議会BCP（業務継続計画）を
策定し、地震などの大規模な災害の発生や感染症の流行など非常
時においても議会の機能を適切に維持し、市民の皆様の安全・安
心のため迅速に対応できる体制を整えました。
また、小・中・高校生を対象とした「議会見学会・意見交換会」
を4年ぶりに現地開催したほか、高校への「出前講座」を実施い
たしました。
さらに、議会の活動をより多くの方に知っていただけるよう、市
議会だよりの全戸配布をはじめ、本会議・委員会の生中継や録画
映像のインターネット配信などの情報発信を行っておりますので、
是非ご覧いただきたいと思います。今後も議会をより身近に感じ
ていいただくための広報・広聴に努めてまいります。
本年も市議会の活動に一層のご理解とご協力を賜りますようお
願い申し上げますとともに、皆様の声を議会にお寄せいただけれ
ば幸いです。
皆様にとりまして、今年一年が素晴らしい年でありますよう心よ
りお祈り申し上げます。

今定例会の主な流れ

令和5年第4回定例会は、令和5年11月17日
から12月22日までの36日間の会期で開かれま
した。
今定例会では、市長から20議案、議員から3

議案が提出され、発達支援児等の保育所等での
受入体制整備に係る補正予算などを含む19議
案が可決されました。

船橋市議会 検 索詳しく知りたい方は市議会ウェブサイトをご覧ください
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市立中学校・高等学校の体育館等への空調設備の設置や、
物価高騰に伴う支援策として、学校・保育所等の給食費支援、

キャッシュレス決済ポイント還元事業等を実施するための補正予算を審議・可決



議
案
の
概
要

今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
主
な
議
案
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

全
て
の
議
案
名
と
議
決
結
果
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

各
議
案
の
概
要
は
、
市
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議員提出

市長提出

【
第
１
号
】
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
主
な
事
業
内
容
】

中
学
校
・
高
等
学
校
体
育
館
等
へ
の
空
調
設
備
設
置
（
補
正
額:

23
億
２
５
０
１
万
８
千
円
）

　
市
立
中
学
校
及
び
市
立
船
橋
高
等
学
校
の
体
育
館
等
に
空
調
設
備
を
設
置
し
ま
す
。

●
空
調
整
備
箇
所

　

�

市
立
中
学
校
・
・
・
・
・
・
体
育
館　
全
26
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
道
室　
９
校

�

船
橋
中
・
御
滝
中
・
八
木
が
谷
中
・
二
宮
中
・

	

七
林
中
・
三
田
中
・

	

古
和
釜
中
・
坪
井
中
・

	

大
穴
中

　
市
立
船
橋
高
等
学
校
・
・
・
第
１
・
第
２
体
育
館
、
柔
道
場
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剣
道
場

　
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
早
期
に
整
備
を
進
め
て
い
く
た
め
、

令
和
５
年
度
及
び
令
和
６
年
度
に
実
施
を
予
定
し
て
い
る

空
調
設
備
設
置
工
事
を
、
令
和
５
年
度
予
算
に
計
上
し
、

す
べ
て
繰
越
明
許
す
る
も
の
で
す
。

発
達
支
援
児
等
の
保
育
所
等
で
の
受
け
入
れ
体
制
整
備
に
係
る
費
用
補
助

（
補
正
額
：
４
７
２
０
万
３
千
円
）

　
令
和
６
年
４
月
の
入
所
申
込
か
ら
、
全
て
の
保
育
所
等
に
お
い
て
発
達
支
援
児
等
の
受
け

入
れ
を
行
う
た
め
、
そ
の
体
制
を
整
え
る
た
め
に
左
記
の
費
用
補
助
を
行
い
ま
す
。

①
保
育
士
の
採
用
活
動
に
要
す
る
費
用

�　
令
和
６
年
１
月
か
ら
４
月
１
日
ま
で
に
、
新
た
に
発
達
支
援
児
等
が
入
所
す
る
、
ま
た
は

在
園
児
が
新
た
に
発
達
支
援
児
等
と
判
定
さ
れ
、
新
た
に
保
育
士
の
配
置
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
、
同
期
間
に
採
用
す
る
保
育
士
に
か
か
る
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
の
利
用
に
あ
た
り

支
払
う
紹
介
手
数
料

　
補
助
額　
加
配
保
育
士
１
人
あ
た
り　
補
助
上
限
額
８０
万
円

②
保
育
環
境
改
善
等
に
要
す
る
費
用

　
障
害
児
受
入
促
進
に
か
か
る
段
差
解
消
や
手
す
り
の
取
付
け
な
ど
の
施
設
改
修
費
、
座
位

保
持
椅
子
な
ど
の
備
品
購
入
に
要
す
る
費
用
等

　
補
助
額　
１
施
設
あ
た
り　
補
助
上
限
額
１
０
２
万
９
千
円

特
別
支
援
学
級
の
新
規
開
設
（
補
正
額
：
４
２
４
万
９
千
円
）

　
令
和
６
年
度
に
左
記
の
６
校
に
特
別
支
援
学
級
を
新
規
開
設

す
る
た
め
、
教
室
の
改
修
等
を
行
い
ま
す
。

●
自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支
援
学
級

　
　

�
法
典
西
小
、
薬
円
台
南
小
、
御
滝
中
、
七
林
中

●
知
的
障
害
特
別
支
援
学
級

　
　
小
栗
原
小
、
丸
山
小

中
学
校
・
高
校
体
育
館
等
へ
の
空
調
設
置
や

発
達
支
援
保
育
に
関
す
る
費
用
補
助
な
ど
を
実
施

繰
越
明
許
費
と
は

　
年
度
内
に
そ
の
支

出
が
終
わ
ら
な
い
見

込
み
の
あ
る
歳
出
予

算
に
つ
い
て
、
翌
年

度
に
使
用
で
き

る
よ
う
定
め
る

も
の
で
す
。

補正額

40億427万1千円

（内訳）
議会費

700万円
総務費

9600万円
民生費
12億7880万2千円
衛生費

4622万3千円
農林水産業費

800万円
商工費

200万円
土木費

4763万9千円
消防費

7600万円
教育費
24億4260万7千円

令和6年（2024年）1月31日　　ふなばし市議会だより　№258

2＜議案の概要＞



【
第
14
号
】
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
主
な
事
業
内
容
】

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
７
万
円
の
給
付
（
補
正
額
：
4８
億
８
３
７
２
万
８
千
円
）

　
国
の
新
た
な
経
済
対
策
を
受
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
等
に
直
面

す
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
、
迅
速
に
生
活
の
支
援
を
行
う
た
め
に
、
給
付
を
行
い

ま
す
。

●
給
付
対
象

　
　

�

住
民
税
非
課
税
世
帯

　
　
（
令
和
５
年
度
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
）

●
見
込
み
世
帯
数

　
　
約
６
万
７
千
世
帯

●
支
給
額

　
　
１
世
帯
当
た
り
７
万
円

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
（
補
正
額
：
３
億
９
９
８
２
万
９
千
円
）

　
物
価
高
騰
が
続
く
状
況
の
中
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
併
せ
て
消
費
を
喚
起
し
て
市
内

事
業
者
の
経
営
を
支
援
す
る
た
め
、
市
内
の
店
舗
に
お
い
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
行
っ

た
消
費
者
に
対
し
、決
済
金
額
の
一
部
を
ポ
イ
ン
ト
還
元
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

●
ポ
イ
ン
ト
還
元
率　
　
　
決
済
金
額
の
15
％

●
ポ
イ
ン
ト
付
与
上
限
額　
１
０
０
０
円
／
回　
　
５
０
０
０
円
／
期
間

●
実
施
予
定
期
間　
　
　
　
令
和
６
年
３
月
中
旬
・
下
旬
の
う
ち
、
1０
日
間

学
校
・
保
育
所
等
に
お
け
る
３
カ
月
間
の
給
食
費
支
援

　
令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
カ
月
の
期
間
に
お
い
て
、
左
記

の
と
お
り
給
食
費
に
関
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

物
価
高
騰
等
に
伴
う
支
援
策
の
実
施

〈支援内容の一覧〉
対象 支援内容

市立小・中・特別支援学
校 ・給食費を無償化

公立保育園
（3歳児クラス以上）

・ 副食費
　月額4500円を無償化

市内私立保育所・市内認
定こども園（2号）

（3歳児クラス以上）

・ 給食費の補助
　（上限額

月額4700円/人）
・事務費の補助

認可外保育施設（2号）・
認 定 こ ど も 園（1号 ）・
幼稚園・市外保育所・市
外認定こども園（2号）

（3歳児クラス以上）

・  給食費の補助
　（上限額

月額6000円/人）
・事務費の補助

児童発達支援事業所
（3歳児~5歳児）

・ 給食費の補助
　（上限額

月額6000円/人）
・事務費の補助

補正額

54億5831万6千円

（内訳）
民生費
49億8146万3千円
商工費
3億9982万9千円
教育費

7702万4千円

ふなばし市議会だより　№258　　令和6年（2024年）1月31日

3 ＜議案の概要＞



議

案

質

疑
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
質
疑
し
た
も
の
で
す
。

議
案
質
疑
は
11
月
27
日
及
び
12
月
18
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
民
主
連
合

朝
倉　

幹
晴

第
１
号

質
問�

議
会
で
何
度
も
保
育
園
に
な
か
な
か

入
れ
ず
に
苦
し
ん
で
い
る
父
母
の
声
を
伝
え
た
。

よ
う
や
く
発
達
支
援
児
受
入
の
〇
×
覧
が
削
除

さ
れ
、
公
立
・
私
立
と
も
に
保
育
園
受
付
Ｏ
Ｋ

と
な
る
。
そ
の
想
い
は
。

答
健
康
福
祉
局
長　
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
組
を
進
め
た
い
。

第
５
号

質
問�

特
別
職
や
議
長
等
の
期
末
手
当
を
一

般
職
の
給
与
改
定
に
倣
う
必
要
性
と
根
拠
は
。

答
総
務
部
長　
法
的
規
定
は
な
い
。
国
や
他

自
治
体
と
同
様
に
一
般
職
に
倣
う
こ
と
が
適
当
。

質
問�

人
事
院
勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
ら
ど

う
な
る
の
か
。
法
律
に
触
れ
る
の
か
。

答
総
務
部
長　
法
律
に
触
れ
る
こ
と
は
な
い

が
、
民
間
事
業
所
の
ボ
ー
ナ
ス
支
給
月
数
に
基

づ
い
て
お
り
、公
正
性
や
客
観
性
が
担
保
で
き
、

一
般
職
の
支
給
月
数
に
倣
う
こ
と
が
適
当
。

第
13
号

質
問�

今
回
は
民
事
上
の
訴
え
だ
が
、
被
告

は
不
適
切
な
請
求
に
よ
り
診
療
報
酬
を
過
大
に

得
て
い
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
立
派
な
詐
欺

行
為
だ
。
刑
事
告
訴
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答
健
康
部
長　
刑
事
告
訴
の
判
断
材
料
が
少

な
く
、返
還
金
請
求
の
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

公
明
党

鈴
木
　
い
く
お

第
１
号

質
問�

新
船
橋
橋
架
け
替
え
事
業
に
伴
う
橋

り
ょ
う
下
部
工
工
事
が
入
札
不
調
に
な
っ
た
理

由
と
、
設
計
内
容
を
ど
う
見
直
す
の
か
伺
う
。

答
道
路
部
長　
要
因
は
主
に
資
材
価
格
の
高

騰
に
よ
る
工
事
予
定
価
格
と
の
乖
離
や
配
置
す

る
技
術
者
の
不
足
と
推
察
す
る
。
材
料
費
や
労

務
費
等
を
市
場
の
価
格
に
近
い
最
新
の
単
価
で

見
直
し
、安
全
費
や
仮
設
費
も
見
直
し
て
い
く
。

質
問�

小
栗
原
架
道
橋
整
備
事
業
に
伴
い
長

期
の
通
行
止
め
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早

期
の
工
事
完
了
を
求
め
る
声
が
あ
る
。
橋
り
ょ

う
工
事
に
つ
い
て
２
回
の
入
札
不
調
の
原
因
と

今
後
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
道
路
部
長　
新
船
橋
橋
の
工
事
と
同
様
の

要
因
や
、
こ
の
工
事
が
京
葉
道
路
を
跨
い
で
歩

道
橋
を
設
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
様
々
な
制
約

が
あ
る
こ
と
も
要
因
。
今
後
の
対
応
と
し
て
橋

り
ょ
う
工
事
の
実
績
の
あ
る
事
業
者
へ
の
聞
き

取
り
や
京
葉
道
路
を
管
理
す
る
事
業
者
に
意
見

を
聞
く
な
ど
し
、
技
術
協
力
も
含
め
協
議
等
を

進
め
る
。
現
在
通
行
止
め
の
車
道
部
に
つ
い
て

は
、
下
部
工
が
完
了
後
、
橋
桁
を
か
け
る
上
部

工
に
着
手
す
る
ま
で
の
期
間
、
安
全
対
策
を
実

施
し
、
近
隣
の
自
治
会
等
に
十
分
周
知
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
う
え
通
行
止
め
を
解
除
す
る
。

結

林
　
と
し
の
り

第
１
号

質
問�

防
災
行
政
無
線
子
局
新
設
工
事
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
の
調
整
に
日
数
を
要
し
た

こ
と
等
に
よ
り
年
度
内
工
事
が
見
込
め
ず
繰
越

明
許
費
を
計
上
さ
れ
た
が
、
今
回
の
件
を
踏
ま

え
、
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答
市
長
公
室
長　
今
回
の
件
を
踏
ま
え
、
外

部
と
調
整
が
必
要
な
場
合
に
は
、
よ
り
早
い
段

階
か
ら
関
係
機
関
等
と
の
情
報
交
換
や
調
整
を

密
に
行
う
な
ど
、
工
事
が
予
定
通
り
完
了
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

質
問�

中
学
校
・
高
等
学
校
体
育
館
等
へ
の

空
調
設
備
設
置
工
事
に
お
い
て
、
建
築
課
の
自

主
設
計
と
な
っ
て
い
る
が
、
過
去
に
実
施
し
た

事
例
が
あ
る
の
か
。

答
建
築
部
長　
実
施
事
例
は
な
い
が
、
類
似

事
例
で
あ
る
児
童
ホ
ー
ム
体
育
室
の
空
調
設
備

設
置
工
事
の
設
計
事
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
建

築
課
職
員
に
よ
り
設
計
を
実
施
す
る
。

諮
問
第
１
号

質
問�

駐
輪
場
の
落
選
率
解
消
の
た
め
、
定

期
・
一
時
利
用
の
比
率
を
変
更
し
定
期
利
用
を

増
や
す
事
が
考
え
ら
れ
る
が
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
都
市
整
備
部
長　
今
後
の
自
転
車
等
駐
車

場
の
需
要
を
注
視
し
、
状
況
に
応
じ
て
適
切
に

見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

清
風
会

杉
川�

浩

第
１
号

質
問�

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
中
学
校
、
高

等
学
校
の
武
道
室
を
含
む
体
育
館
に
空
調
設
備

を
設
置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
学
校
活
動
で
の

空
調
設
備
の
オ
ン
オ
フ
な
ど
の
使
用
の
ル
ー
ル

や
、
緊
急
時
に
避
難
所
と
し
て
活
用
す
る
と
き

の
職
員
や
市
民
の
皆
様
向
け
の
使
用
マ
ニ
ュ
ア

ル
な
ど
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答
管
理
部
長　
学
校
開
放
団
体
の
利
用
の
有

償
化
・
無
償
化
に
つ
い
て
、
ま
た
、
学
校
活
動

や
緊
急
時
に
避
難
所
と
し
て
活
用
す
る
際
の
運

用
指
針
な
ど
に
つ
い
て
は
、
関
係
各
課
と
検
討

し
て
い
く
。

第
1４
号

質
問�

市
内
在
住
で
市
外
に
通
う
幼
稚
園
児

は
給
食
費
補
助
対
象
か
。
ま
た
、給
付
方
法
は
。

答
学
校
教
育
部
長　

対
象
に
な
る
。
今
後
、

市
外
の
幼
稚
園
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
市
内

の
幼
稚
園
と
同
じ
よ
う
な
形
で
お
願
い
を
し
て

鈴
木　

和
美

神
田　

廣
栄
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い
く
。

質
問�
学
校
の
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て
、

県
立
の
特
別
支
援
学
校
等
に
通
っ
て
い
る
子
供

が
対
象
外
な
の
は
納
得
が
い
か
な
い
。
公
平
に

支
給
す
べ
き
だ
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
市
長　
ご
指
摘
に
つ
い
て
は
十
分
理
解
で

き
る
が
、今
回
は
こ
の
よ
う
な
仕
切
り
と
し
た
。

日
本
共
産
党

神
子そよ

子

第
1
号

質
問�

国
の
臨
時
交
付
金
を
見
越
し
て
学
校

給
食
費
の
無
償
化
を
早
急
に
予
算
化
し
、
市
民

の
た
め
に
使
う
べ
き
だ
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

答
企
画
財
政
部
長　
国
か
ら
示
さ
れ
る
本
市

の
交
付
限
度
額
や
交
付
金
の
取
扱
い
通
知
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
事
業
実
施
に
向
け
た
具
体

的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

質
問�

ひ
と
り
親
家
庭
高
校
生
キ
ャ
リ
ア
支

援
事
業
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、
他
の
事
業
者

の
授
業
を
受
け
た
い
生
徒
等
が
支
援
の
対
象
か

ら
漏
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

答
こ
ど
も
家
庭
部
長　
事
業
者
か
ら
よ
り
よ

い
提
案
を
受
け
る
た
め
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
て
事
業
提
案
を
い
た
だ
き
、
事
業
者
を
選
定

し
て
実
施
し
て
い
る
。

第
1４
号

質
問�

不
登
校
や
ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
様
々
な

理
由
で
給
食
の
提
供
を
受
け
て
い
な
い
場
合
、

現
金
給
付
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
学
校
教
育
部
長　

給
付
ま
で
時
間
が
か

か
っ
て
し
ま
う
現
金
給
付
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問�

４
月
以
降
も
無
償
化
を
継
続
す
べ
き
。

答
市
長　
色
々
な
事
業
を
実
施
す
る
中
で
、

何
に
財
源
を
振
り
分
け
る
べ
き
か
、
し
っ
か
り

と
考
え
た
う
え
で
様
々
な
提
案
を
し
た
い
。

飛
翔

今
仲きい

こ

第
1
号

質
問�

設
置
済
で
あ
る
普
通
教
室
等
の
空
調

修
繕
費
は
、
令
和
４
年
度
は
全
78
件
、
約
２
９ 

０
０
万
円
も
の
費
用
が
掛
か
っ
て
い
る
。
日
常

の
大
半
を
過
ご
す
教
室
等
の
空
調
修
繕
、
更
新

が
後
回
し
に
な
ら
な
い
か
。
ま
た
、
体
育
館
空

調
設
置
後
の
運
用
基
準
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
放
課
後
等
や
部
活
動
以
外
の
児
童
生
徒
も

広
く
利
用
で
き
る
運
用
を
要
望
す
る
。見
解
を
。

答
管
理
部
長　
教
室
等
の
空
調
は
、
耐
用
年

数
が
15
年
程
度
、
現
在
11
～
12
年
が
経
過
し
て

い
る
。
不
具
合
が
発
生
し
た
際
に
は
速
や
か
に

修
繕
し
、
計
画
的
に
更
新
し
て
い
く
。
体
育
館

空
調
運
用
基
準
は
関
係
各
課
と
検
討
し
て
い
く
。

質
問�

体
育
館
の
空
調
設
備
は
、
令
和
７
年

度
に
も
小
学
校
全
校
と
特
別
支
援
学
校
で
整
備

す
る
計
画
と
の
こ
と
。
整
備
施
設
数
増
加
の
た

め
、
令
和
６
年
度
を
上
回
る
負
債
が
新
た
に
発

生
す
る
は
ず
で
あ
る
。
大
き
な
財
政
負
担
を
見

越
し
た
上
で
政
策
決
定
し
た
は
ず
だ
が
、
財
源

を
ど
の
よ
う
に
捻
出
で
き
る
と
判
断
し
た
の
か
。

答
企
画
財
政
部
長　
市
の
負
担
額
は
、
交
付

税
措
置
を
考
慮
す
る
と
３
割
だ
が
、
公
債
費
は

増
加
す
る
の
で
、
約
4８
億
円
の
残
高
が
あ
る
減

債
基
金
を
活
用
す
る
等
、
各
年
度
の
負
担
の
平

準
化
を
図
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

市
政
会

日
色
　
健
人

第
１
号
・
第
２
号

質
問�

（
仮
称
）
海
神
町
南
１
丁
目
２
号
公 

園
用
地
購
入
費
に
つ
い
て
、
今
回
補
正
予
算
を

計
上
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答
都
市
整
備
部
長　
本
年
７
月
に
土
地
所
有

者
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
都
市
公
園
と
し
て

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
相
談
が
あ
っ
た
。
相
続

人
に
対
し
、
不
動
産
鑑
定
評
価
額
に
よ
る
買
収

に
な
る
こ
と
を
説
明
し
、
了
承
を
得
た
こ
と
か

ら
用
地
取
得
に
向
け
た
補
正
予
算
を
計
上
し
た
。

質
問�

以
前
よ
り
こ
の
地
域
は
公
園
が
少
な

く
、
市
民
か
ら
の
要
望
が
多
か
っ
た
が
、
適
地

を
探
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
き
た

か
。

答
都
市
整
備
部
長　
数
年
前
か
ら
生
産
緑
地

を
中
心
に
洗
い
出
し
を
行
い
、
土
地
所
有
者
や

代
理
人
に
対
し
直
接
お
願
い
を
し
て
き
た
。
今

回
の
案
件
は
過
去
に
市
が
訪
問
し
た
こ
と
の
あ

る
相
続
人
よ
り
、
都
市
公
園
と
し
て
協
力
し
た

い
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

質
問�

今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
ま
た

近
隣
住
民
へ
の
説
明
は
。

答
都
市
整
備
部
長　
令
和
５
年
度
中
に
売
買

契
約
を
完
了
さ
せ
、
そ
の
後
地
域
の
皆
様
に
ご

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
令
和
７
年
度
の
公
園
整

備
に
向
け
た
準
備
作
業
を
進
め
て
参
り
た
い
。

無
所
属

は
ま
の
　
太
郎

第
１
号

質
問�

新
た
な
特
別
支
援
学
級
の
開
設
が
近

隣
学
区
の
学
校
の
児
童
生
徒
数
に
与
え
る
影
響

を
ど
う
考
え
る
か
。

答
学
校
教
育
部
長　
今
回
の
特
別
支
援
学
級

の
開
設
理
由
に
近
隣
学
校
の
過
密
状
況
の
解
消

が
あ
る
。
環
境
の
変
化
を
望
ま
ず
す
ぐ
に
は
転

校
し
な
い
場
合
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
徐
々

に
過
密
状
況
が
解
消
さ
れ
て
い
く
と
考
え
る
。

無
所
属

三
宅
　
け
い
こ

第
１
号

質
問�

な
ぜ
早
急
に
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
が
必
要
だ
と
判
断
し
た
の
か
。

答
管
理
部
長　
今
年
の
夏
の
酷
暑
は
授
業
に

も
支
障
が
出
る
状
況
で
あ
り
、
児
童
生
徒
が
安

心
・
安
全
に
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
熱

中
症
対
策
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
空
調
設

備
を
使
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
の
こ
と
か
ら
今

回
の
定
例
会
に
補
正
予
算
と
し
て
あ
げ
た
。

齊
藤　

和
夫

松
崎　

さ
ち
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各
委
員
会
の
報
告
委
員
会
付
託
さ
れ
た
議
案
等
を
専
門
的
に
話
し
合
い
、
委
員
会
と
し
て
の
結
論
を
本
会
議
に
報

告
し
ま
す
。
本
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

議
案
第
１
号

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
第
14
号

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

賛
成

  

◆
避
難
所
に
も
な
る
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
は
、
児
童
生
徒
の
安
全
は
も
と
よ
り
、

市
民
の
安
心
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

◆
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
高
く

評
価
す
る
が
、
小
学
校
や
特
別
支
援
学
校
を
後

回
し
に
す
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
策
も
併
せ
て
提
案
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

特
別
支
援
学
級
の
新
設
も
歓
迎
す
る
が
、
全
校

に
設
置
し
学
区
外
通
学
の
解
消
を
求
め
る
。
ま

た
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
人
員
体
制
は
十
分

で
は
な
く
、
早
急
な
予
算
措
置
を
要
望
す
る
。

◆
学
校
体
育
館
等
へ
の
空
調
設
置
に
つ
い
て
は
、

次
年
度
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
の
手
法
を
研
究

し
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
こ
と
を
と
て
も
う

れ
し
く
思
う
し
、
市
職
員
の
力
を
実
感
し
て
い
る
。

◆
特
別
支
援
学
級
の
新
設
、
ひ
と
り
親
家
庭
高

校
生
キ
ャ
リ
ア
支
援
事
業
を
高
く
評
価
す
る
。

ま
た
、
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
、

行
政
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

採
決
結
果

 

全
会
一
致
で
可
決

賛
成

  

◆
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
７
万
円
給
付
や
給

食
費
の
３
か
月
無
償
化
の
事
業
は
、
今
回
対
象

外
と
な
っ
た
方
へ
の
対
応
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
福
祉
タ
ク
シ
ー

等
へ
の
支
援
の
予
算
化
を
歓
迎
す
る
。

◆
賛
成
は
す
る
が
、
実
施
事
業
は
国
か
ら
の
例

示
を
な
ぞ
っ
た
だ
け
で
本
市
の
創
意
工
夫
が
な

く
、
十
分
に
検
討
し
た
と
は
思
え
ず
残
念
。

◆
７
万
円
の
早
急
な
給
付
を
要
望
す
る
。
ポ
イ

ン
ト
還
元
事
業
は
公
費
を
使
う
事
業
と
し
て
非

常
に
疑
問
が
残
る
。
介
護
支
援
事
業
費
は
事
業

者
の
負
担
に
見
合
う
補
助
を
行
う
べ
き
。
学
校

給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て
対
象
外
の
方
へ
の
支

援
を
要
望
す
る
。

◆
給
食
費
無
償
化
は
評
価
す
る
。
ま
た
、
市
民

生
活
を
よ
く
知
る
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
次
の

交
付
金
に
向
け
て
使
い
方
を
考
え
る
べ
き
。

反
対

 

◆
給
食
費
無
償
化
は
立
派
な
政
策
だ
が
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
の
事
業
は
、
市
民
へ
の
政
策
効
果
や

目
標
が
不
明
確
で
賛
成
で
き
な
い
。

採
決
結
果

 

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
の
概
要
は
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

議
案
の
概
要
は
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

賛
成

  

◆
本
案
は
省
令
の
改
正
に
基
づ
く
条
例
の
改
正

で
あ
る
た
め
、
賛
成
。

◆
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
た
め
の
蓄
電

池
設
備
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
反
映
し

た
条
例
改
正
と
思
わ
れ
る
。
気
候
危
機
対
策
と

し
て
も
必
要
と
考
え
る
の
で
、
賛
成
。

◆
国
に
お
い
て
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
た
検
証
を

行
っ
た
上
で
の
規
制
緩
和
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

新
条
例
で
は
規
制
緩
和
に
よ
り
蓄
電
池
設
備
の

設
置
・
施
工
な
ど
が
し
や
す
い
と
い
う
利
点
が

あ
り
、
設
置
者
や
施
工
者
に
は
歓
迎
さ
れ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
引
き
続
き
、
規
制
や
必

要
な
措
置
を
す
る
意
味
な
ど
を
含
め
て
、
新
条

例
に
つ
い
て
周
知
啓
発
を
行
い
、
火
災
予
防
に

努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

採
決
結
果

  

全
会
一
致
で
可
決

議
案
第
７
号

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

対
象
火
気
設
備
等
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理

並
び
に
対
象
火
気
器
具
等
の
取
扱
い
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
蓄
電
池
設
備
の
位

置
、
構
造
及
び
管
理
の
基
準
等
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

予
算
決
算
委
員
会

総
務
委
員
会

賛
成

  

◆
社
会
保
険
で
は
既
に
産
前
産
後
の
保
険
料
が

免
除
に
な
っ
て
お
り
、
国
民
健
康
保
険
で
も
安

心
し
て
出
産
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

申
請
を
し
そ
び
れ
て
も
、
出
産
育
児
一
時
金
の

手
続
き
を
し
た
人
に
は
職
権
で
免
除
す
る
こ
と
、

妊
娠
８5
日
以
降
で
あ
れ
ば
、
流
産
死
産
の
場
合

で
も
保
険
料
免
除
の
対
象
と
な
る
こ
と
、
ま
た
、

本
制
度
の
説
明
を
し
っ
か
り
と
し
て
く
れ
る
こ

と
な
ど
を
確
認
で
き
た
。
本
当
に
必
要
と
さ
れ

る
方
に
情
報
が
届
く
こ
と
を
求
め
、
賛
成
。

◆
本
議
案
の
内
容
は
、
妊
娠
出
産
で
仕
事
を
制

限
せ
ざ
る
を
得
な
い
妊
産
婦
や
、
そ
の
世
帯
に

と
っ
て
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
、
高
額
な
保
険
料

支
払
の
負
担
軽
減
に
な
る
と
考
え
る
。
だ
が
、

国
民
健
康
保
険
は
他
の
医
療
保
険
よ
り
加
入
者

１
人
当
た
り
の
平
均
所
得
が
低
い
上
に
、
保
険

料
負
担
率
が
高
く
、
加
入
者
の
負
担
が
大
き
い

制
度
で
あ
る
。
収
入
に
大
き
な
影
響
が
出
る
と

予
想
さ
れ
る
妊
娠
出
産
な
の
で
、
市
独
自
の
上

乗
せ
で
、
対
象
者
を
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
世
帯
に
も
拡
大
す
る
こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
。

採
決
結
果

 

全
会
一
致
で
可
決

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
出
産
被
保
険
者
の
保
険
料
の
減
額
に
つ

い
て
、
所
要
の
定
め
等
を
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
15
号

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例 健

康
福
祉
委
員
会
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賛
成

  

◆
速
や
か
な
制
度
化
の
た
め
給
食
費
の
徴
収
を

し
な
い
と
い
う
判
断
を
し
た
こ
と
は
一
定
の
理

解
を
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、

例
え
ば
、
対
象
外
と
な
る
児
童
生
徒
の
正
確
な

把
握
や
給
付
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
技
術
的
な

課
題
の
整
理
を
今
後
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
今
回
3
か
月
だ
け
で
も
学
校
給
食
無
償
化�

が
実
現
し
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
非
常
に
喜
ば

れ
て
い
る
。
た
だ
、
物
価
高
騰
は
終
わ
り
が
見

え
ず
、
本
市
が
千
葉
県
を
通
し
て
国
に
「
給
食

無
償
化
の
新
た
な
補
助
制
度
を
」
と
働
き
か
け

て
い
る
こ
と
は
重
要
だ
が
、
待
つ
だ
け
で
は
な

く
、
本
市
独
自
に
で
も
学
校
給
食
の
無
償
化
を

恒
久
的
に
や
る
べ
き
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
今

回
対
象
に
な
ら
な
い
子
供
た
ち
な
ど
に
対
し
て

も
、
他
の
自
治
体
で
実
施
し
て
い
る
給
食
費
相

当
分
の
給
付
を
決
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

採
決
結
果

 

全
会
一
致
で
可
決

採
択

  

◆
住
民
意
見
の
尊
重
は
住
民
自
治
に
と
っ
て
重

要
で
あ
り
、
陳
情
を
請
願
と
同
様
に
取
り
扱
う

本
市
の
や
り
方
は
非
常
に
優
れ
て
い
る
。
請
願

陳
情
の
提
出
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
場
合
、
提

出
者
の
個
人
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
十
分
で

き
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が

き
ち
ん
と
保
護
さ
れ
、
自
身
の
情
報
が
勝
手
に

使
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
知
る
権
利
を
行

使
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
、
出
歩
く
の
が
難
し
い

障
害
者
や
高
齢
者
に
と
っ
て
は
非
常
に
い
い
環

境
に
な
る
た
め
、
環
境
整
備
の
点
で
は
賛
成
す

る
が
、
現
在
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
反
対
し

て
い
る
の
で
、
今
後
慎
重
に
取
り
扱
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
申
し
述
べ
る
。

不
採
択	

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
化
そ
の
も
の
に
は
反
対
し
て
い

な
い
が
、
現
在
の
当
議
会
の
請
願
と
陳
情
の
取

扱
い
方
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
、
そ
こ
が
整
理
で
き
て

か
ら
が
望
ま
し
い
。

採
決
結
果

	

賛
成
少
数
で
不
採
択

議
案
第
17
号

学
校
給
食
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

陳
情
第
46
号

陳
情
提
出
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
関
す
る

陳
情

賛
成

  

◆
少
し
前
に
津
田
沼
駅
第
１
・
第
２
駐
輪
場
が

廃
止
さ
れ
た
が
、
今
回
設
置
さ
れ
る
駐
輪
場
は

6０
台
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
、
習
志
野
市

の
駐
輪
場
が
建
て
替
え
に
よ
り
３
年
ほ
ど
使
え

な
く
な
る
が
、
代
替
の
駐
輪
場
を
設
置
し
て
も

不
足
が
生
じ
る
。
よ
っ
て
、
習
志
野
市
の
不
足

分
は
習
志
野
市
で
補
う
よ
う
要
望
す
る
と
と
も

に
、
せ
め
て
、
元
の
駐
輪
場
の
台
数
分
は
確
保

す
る
方
向
で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、市
営
駐
輪
場
と
同
じ
料
金
設
定
と
な
っ

た
民
間
の
駐
輪
場
が
物
価
高
騰
の
あ
お
り
を
受

け
て
値
上
げ
と
な
ら
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
市

営
駐
輪
場
の
な
い
地
域
で
駐
輪
場
料
金
の
格
差

が
で
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
真
っ
暗
に
な
る

駐
輪
場
に
つ
い
て
防
犯
の
観
点
で
対
策
を
と
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

採
決
結
果

  

全
会
一
致
で
可
決

議
案
第
９
号

自
転
車
等
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

反
対

 

◆
そ
も
そ
も
２
０
１
９
年
に
成
立
し
た
戸
籍
改

正
法
自
体
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
点
で
問
題

が
あ
る
と
考
え
る
。
戸
籍
に
は
婚
姻
、
離
婚
、

親
子
、
養
子
な
ど
の
非
常
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な

情
報
が
含
ま
れ
て
お
り
、
絶
対
に
漏
れ
て
は
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
法
務
省
管
理
の
戸
籍
デ
ー

タ
に
全
て
の
市
町
村
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、
情
報

の
や
り
取
り
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
、

情
報
漏
え
い
や
悪
用
の
危
険
性
が
高
ま
る
。
ま

た
、
今
回
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
そ
の
も
の
で
は
な

い
識
別
符
号
と
言
わ
れ
る
パ
ス
ワ
ー
ド
を
発
行

す
る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
の
ひ
も
づ
け
を
断

ち
切
る
制
度
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
と
戸
籍
関
係
情
報
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
関
連
づ
け
ら
れ

る
こ
と
に
よ
る
情
報
漏
え
い
の
危
険
性
を
拡
大

す
べ
き
で
は
な
い
。
以
上
の
点
か
ら
賛
成
で
き

な
い
。

採
決
結
果

 

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
16
号

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
民
環
境
経
済
委
員
会

建
設
委
員
会

文
教
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
保
護
者
等
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
令
和
6
年
1
月
1
日
か
ら
同
年

3
月
31
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
学
校
給
食
費

の
徴
収
の
特
例
に
つ
い
て
、
所
要
の
定
め
を

す
る
も
の
で
す
。

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る

政
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
戸
籍
に
関
す
る

事
務
の
手
数
料
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
等

を
行
う
も
の
で
す
。

JR
津
田
沼
駅
の
北
西
に
新
た
に
自
転
車
等
駐

車
場
を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
名
称
及

び
位
置
を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

長
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※１～※５の議員名については、12ページの「会派の構成」をご参照ください。

議 案 の 議 決 結 果 　　　

付託
委員会 議案番号 件　　　　　　　　　　名　　

会　派 無所属

議決
結果

市
民
民
主
連
合

公

明

党

結

清

風

会

日
本
共
産
党

飛

翔

市

政

会

※
１
※
２
※
３
※
４
※
５

予算決算

議 案 第 1 号 令和5年度船橋市一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議 案 第 2 号 令和5年度船橋市公共用地先行取得事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議 案 第 3 号 令和5年度船橋市病院事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議 案 第 4 号 令和5年度船橋市下水道事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議 案 第14号 令和5年度船橋市一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可 決

総　務

議 案 第 5 号 特別職の職員の給与等に関する条例及び非常勤の特別職の職員の報
酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ × 可 決

議 案 第 6 号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議 案 第 7 号 船橋市火災予防条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議 案 第13号 訴えの提起について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
諮 問 第 1 号 審査請求について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 異議なし
諮 問 第 2 号 人権擁護委員の候補者推薦について（鈴木登氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 異議なし
諮 問 第 3 号 人権擁護委員の候補者推薦について（山口美惠子氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 異議なし
発議案第 1 号 沖縄県辺野古への米軍基地建設断念を求める意見書 × × × × ○ ○ × ○ ○ × × ○ 否 決

健康福祉 議 案 第15号 船橋市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
市民環境経済 議 案 第16号 船橋市手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

建　設
議 案 第 9 号 船橋市自転車等駐車場条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議 案 第12号 市道の路線認定及び変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

文　教

議 案 第10号 訴えの提起について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

議 案 第11号 船橋市民ギャラリー及び船橋市茶華道センターの指定管理者の指定
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

議 案 第17号 船橋市学校給食費に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

発議案第 2 号 「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法」の廃止及び教員の確保に関する意見書 ○ × × × ○ × × × ○ × × ○ 否 決

付託省略 発議案第 3 号 核兵器禁止条約への署名・批准を国に求める意見書 ○ × × × ○ ○ × ○ ○ × × ○ 否 決

所属会派の○×と異なる議員
・議案第5号………市民民主連合の斉藤誠議員、結の青木はるか議員、市川たけし議員、飛翔の大沢ひろゆき議員は退席
・議案第14号………市民民主連合の神田廣栄議員は退席　　　　　　　・諮問第1号………結の市川たけし議員は欠席
・発議案第1号………�市民民主連合の池沢みちよ議員、朝倉幹晴議員、浦田秀夫議員は○、飛翔の佐藤つぐみ議員、齊藤和夫議員、大沢ひろゆき議員

は退席

陳 情 の 議 決 結 果 　　　

付託
委員会 受理番号 件　　　　　　　　　　名　　

会　派 無所属

議決
結果

市
民
民
主
連
合

公

明

党

結

清

風

会

日
本
共
産
党

飛

翔

市

政

会

※
１
※
２
※
３
※
４
※
５

議会運営 陳 情 第46号 陳情提出のオンライン化に関する陳情 ○ × × × ○ × × × ○ ○ × ○ 不 採 択

総　務

陳 情 第47号 飲料水兼用耐震性貯水槽の設置に関する陳情 × × × × × × × × × × × × 不 採 択

陳 情 第48号 「ふなばしメディカルタウン構想の賛否を問う」住民投票の実施を求める陳情書 × × × × ○ × × × ○ × × ○ 不 採 択

陳 情 第49号 中核市のための地方税の制定に関する陳情 × × × × ○ × × × ○ × × × 不 採 択
陳 情 第50号 投票所の増設に関する陳情 × × × × ○ × × × ○ × × ○ 不 採 択
陳 情 第51号 核兵器禁止条約に署名・批准を国に求める意見書提出についての陳情 ○ × × × ○ ○ × ○ ○ × × ○ 不 採 択

健康福祉 陳 情 第52号 訪問型病児・病後児保育利用料の補助に関する陳情 ○ × × × ○ × × × × × × ○ 不 採 択

市民環境経済
陳 情 第53号 子どもの安全及び市民の安全に関する陳情 ○ × × ○ ○ × × × × ○ × ○ 不 採 択
陳 情 第54号 国に対しエネルギー政策に関する意見書の提出を求める陳情 ○ × × × ○ × × × ○ × × × 不 採 択

建　設 陳 情 第55号 石綿事前調査に伴う新たな助成制度の創設に関する陳情 ○ × × × ○ × × ○ ○ × × ○ 不 採 択

文　教

陳 情 第56号 教員未配置を解消するための船橋市の抜本的な対策を求める陳情 ○ × × × ○ × × × ○ × × ○ 不 採 択
陳 情 第57号 「国の責任で小中学校給食費の無償化を求める意見書」提出の陳情 ○ × × ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ 採 択
陳 情 第58号 北習志野近隣公園テニスコート利用に関する陳情 × × × × × × × × × × × × 不 採 択
陳 情 第59号 市内公民館Wi-Fi環境の全室導入実現に向けた検討に関する陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 採択送付
陳 情 第60号 金杉十字路付近への移動図書館のステーション設置に関する陳情 × × × × ○ × × × × × × × 不 採 択

付託省略 陳 情 第61号 船橋市選挙区の県議会議員定数7名を「ゼロ」にすることに関する
陳情 × × × × × × × × × × × × 不 採 択

所属会派の○×と異なる議員
・陳情第48号………市民民主連合の池沢みちよ議員、朝倉幹晴議員は○、浦田秀夫議員は退席
・陳情第57号………飛翔の今仲きいこ議員、佐藤つぐみ議員、齊藤和夫議員は退席

○−賛成　×−反対

「採択送付」とは、採択された請願や陳情のうち、執行機関で措置することが適当と認めたものについて、所管する執行機関に送付するものです。

議案第8号「船橋市国民健康保険条例の一部を改正する条例」は、撤回の申し出があり、11月27日に承認しました。

○−賛成　×−反対
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広報委員会
市議会だより257号の掲載内容、市議会だよりの配架場所の追加、高校への出前講座の継続について、協議・決定しました。

また、市議会だよりの委員会報告ページの改善、議会録画中継の字幕等について、協議しました。
10月11日　会議
　・令和5年第3回定例会市議会だより257号について　　・市議会だよりの配架場所の追加について
　・本会議録に含まれる個人情報のウェブサイト上における対応について　　・広報委員会の協議事項について
　・議会録画中継の字幕について　　・議会情報提供システムの更新について
　・議長・副議長の公式行事のウェブサイトへの掲載について（報告）
　・その他（市議会公式Twitterの表記について（報告））

議会運営委員会
第4回定例会に関して、会期や審議日程、提出される議案等の審議方法、一般質問の順序等について協議・決定しました。

11月14日　会議
・第４回定例会の審議日程等について

総務委員会
大阪府寝屋川市では、人事・給与制度改革及び働き方改革について、兵庫県神戸市では、働
き方改革（業務改革）について、愛知県豊田市では、投票環境の充実に向けた取組について、
それぞれ説明を受け、質疑を行いました。
10月３1日、 11月1日　視察
　・寝屋川市（人事・給与制度改革及び働き方改革について）
　・神戸市（働き方改革（業務改革）について）
　・豊田市（投票環境の充実に向けた取組について） 愛知県豊田市での視察の様子

健康福祉委員会
福岡市では、未就園児の定期的な預かりモデル事業について、北九州市では、北九州市介護ロボット等導入支援・普及促進

センターについて、奈良市では、奈良市子どもセンターについて、それぞれ説明を受け、質疑を行いました。また、北九州市
と奈良市では、施設内の見学をしました。
いわゆる「ごみ屋敷」への対応について所管課から説明を受け、質疑を行いました。また、11
月1日～2日の行政視察の振り返りを行いました。
11月1日、 2日　視察
　・福岡市（未就園児の定期的な預かりモデル事業について）
　・北九州市（北九州市介護ロボット等導入支援・普及促進センターについて）
　・奈良市（奈良市子どもセンターについて）
11月8日　会議
・いわゆる「ごみ屋敷」への対応について　　・行政視察の振り返りについて 福岡県北九州市での視察の様子

市民環境経済委員会
10月24日、商工業戦略プラン後期戦略及び地域活性化の現状調査のため、南船橋地域の各施設を視察しました。また、
10月30日～ 11月1日に所管事項に係る先進事例調査のため、石狩市、北広島市、札幌市を視察しました。
10月24日　視察
　・�市内視察�南船橋地域における船橋市商工業戦略プラン後期戦略等に係る現状調査
（（仮称）ＬａＬａ�ａｒｅｎａ�ＴＯＫＹＯ−ＢＡＹ(ららアリーナ�東京ベイ)及び三井ショッピングパークら
らテラスＴＯＫＹＯ−ＢＡＹ／ＩＫＥＡ�Ｔｏｋｙｏ−Ｂａｙ）

10月３0日～11月1日　視察
　・石狩市（再エネ100%エリアにおける企業誘致の取組について）
　・�北広島市（ボールパーク構想における観光及び企業誘致の取組について／農業・食に関する普及

啓発のための企業との連携について（農業学習施設「ＫＵＢＯＴＡ�ＡＧＲＩ�ＦＲＯＮＴ」施設見学含む））
　・�札幌市（卸売市場活性化の取組について（札幌市中央卸売市場）／町内会・自治会活動活
性化支援の取組について） IKEA�Tokyo-Bayでの視察の様子

建設委員会
兵庫県芦屋市では、無電柱化の推進及び街路樹の管理について説明を受け、質疑を行い、そ

の後、市道の街路樹等を視察しました。兵庫県（西宮土木事務所）では、街路樹の管理について
説明を受け、質疑を行い、その後、県道の街路樹を視察しました。また、公益財団法人船橋市公
園協会の職員を参考人として招致し、経営状況報告書について説明を受け、質疑を行いました。
10月３1日、 11月1日　視察
　・芦屋市（無電柱化の推進について／街路樹の管理について）
　・兵庫県（西宮土木事務所）（街路樹の管理について）
11月7日　会議
　・法人の経営状況報告について（公益財団法人船橋市公園協会に関する事項）　　・行政視察の振り返りについて

兵庫県西宮土木事務所での視察の様子

文教委員会
法人の経営状況報告について、参考人から説明を受け、質疑を行いました。愛知県半田市で
は、総合型地域スポーツクラブについて説明を受け、質疑を行いました。その後、NPO法人
ソシオ成岩スポーツクラブを見学しました。大阪府堺市及び大阪府豊中市では、スポーツ振興
基金及び総合型地域スポーツクラブについて説明を受け、質疑を行いました。
10月18日　会議
　・法人の経営状況報告について
10月26日、 27日　視察
　・半田市（総合型地域スポーツクラブについて）
　・堺市・豊中市（総合型地域スポーツクラブについて／スポーツ振興基金について） 愛知県半田市での視察の様子

前定例会閉会後から今定例会開会前までに開催
された各委員会の活動を報告します。閉会中の委員会報告

ふなばし市議会だより　№258　　令和6年（2024年）1月31日

9 ＜閉会中の委員会報告＞



市
民
民
主
連
合

明けましておめでとうございます。 
急激な物価高騰により、市民生活は大きく一変しています。市民民主連合は、

格差のない、平和で、安心して暮らせる、より良い船橋をつくる志を持つ１０
人の議員で構成されています。自由と共生、そして未来への責任で、船橋のよ
り良い未来を築いてまいります。

高橋 けんたろう 岡田 とおる 朝倉 幹晴 つまがり 俊明 三橋 さぶろう
　池沢 みちよ 斉藤 誠 神田 廣栄 浦田 秀夫 川井 洋基

無
所
属

はまの 太郎
子ども達に、お年寄りに、
障がいのある人にも

ない人にも、
やさしい街づくりを目指
します。

無
所
属

三宅 けいこ

　今年も、市民の皆さま誰
もが、「生きていて良かっ
た」と思える船橋になるよ
う、力を尽くします。

無
所
属

かい さち

　最年少女性議員として
市民の声に耳を傾け、皆
様の暮らしをより良くして
いきます。
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無
所
属

佐々木 克敏

船橋市の未来の為、
本年も誠心誠意努めて

まいります。

無
所
属

中谷 あやの
　船橋にお住まいのすべて
の方が、安心安全に楽しく
暮らせる『船橋の未来』を
築くために働きます。今年も
どうぞよろしくお願いします。

公
　
明
　
党

明けましておめでとうございます
市民の皆様におかれましては健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
公明党は本年、結党60年を迎えます。全議員が「大衆とともに」の立党精神を体現

し、市民の皆様との対話を根本に、現場からの政策実現力に磨きをかけてまいります。
本年も何卒よろしくお願い申し上げます。

 木村 修 桜井 信明 草場 智泉 葛生 正文 鈴木 心一
 橋本 和子 松橋 浩嗣 松嵜 裕次 鈴木 いくお 上田 美穂
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結

新春のお慶びを申し上げます。
本年が市民の皆様にとりまして幸多い年となりますようご祈念申し上げます。
私たち会派「結」は、多種多様な経験と見識を有する７名が、市民の皆様と市

議会を結ぶべく心ひとつに活動している会派です。
物価高騰を始めとする社会不安が大きな影響を与える中、市民の皆様の不安を

少しでも取り除けるよう地域に根差した活動を通じて、行政に対し的確に提案を
し、いただいた声を活かしたまちづくりを目指してまいります。

 いとう 紀子  市川 たけし  青木 はるか  小平 奈緒
  林 としのり  浅野 賢也  藤代 清七郎

市　政　会

  滝口 一馬 日色 健人 渡辺 賢次 米原 まさと

明けましておめでとう
ございます
市政発展のため、

今年も力を合わせて働きます。
新しい年が市民の皆様にとり
幸多いものとなるよう
お祈りいたします。

会
派
の
構
成

（
令
和
５
年
12
月
22
日
現
在
）
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連
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清
風
会
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杉
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神
子
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松
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沢
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市
政
会

　
渡
辺　
賢
次 

米
原
ま
さ
と

　
日
色　
健
人 

滝
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一
馬

無
所
属

　
は
ま
の
太
郎
※1 

三
宅
け
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こ
※2

　
か
い　
さ
ち
※3 

佐
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木
克
敏
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中
谷
あ
や
の
※5
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日 本 共 産 党

 神子 そよ子 金沢 和子
かなみつ 理恵 岩井 友子 松崎 さち

ご一緒に社会を
より良くさせましょう！

「コロナが明けた」と明るく活動する人
がいる一方で、社会から取り残された思
いでいる人も少なくありません。ルール
なき資本主義によって引き起こされた貧
富の格差、ジェンダー差別、気候危機、
そして戦争で儲ける軍産複合体などの解
消に、私たちはみなさんと一緒に全力で
取り組みます！

飛 　 翔

清　風　会

 滝口 宏 杉川 浩
 七戸 俊治 鈴木 和美 島田 たいぞう

謹んで新春のお慶びを
申し上げます

　課題が尽きない中でも、市民の皆
さまに多くの良いご報告ができるよ
う、目の前のことひとつひとつに堅
実に取り組んで参ります。
　幸多き一年となりますよう、心よ
りお祈り申し上げます。

新春のお慶びを
申し上げます

本年が市民の皆様にとり幸多い年と
なりますようお祈りいたします

清風会は２名の議長経験者を擁し多様
な経験と見識を有する５名が地域に根差
し「住みやすい船橋」を目指して活動し
てまいります。

 今仲 きいこ 　齊藤 和夫　
 大沢 ひろゆき 佐藤 つぐみ
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一

般

質

問
市
の
一
般
事
務
に
関
し
て
、
事
務
の
執
行
状
況
、
将
来
の
方
針
等
の
所
信
や
疑
問
を
た
だ
し
、

あ
る
い
は
報
告
や
説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。
一
般
質
問
は
、
11
月
29
日
～
12
月
１
日
、 

12
月
４
日
、
12
月
5
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
企
画
・
財
政

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

市
政
会
　
米
原　
ま
さ
と

質
問�

ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園
の
風
車
改
修
工

事
に
充
て
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
詳

細
、
ま
た
メ
デ
ィ
ア
等
へ
の
宣
伝
方
法
は
。

答
企
画
財
政
部
長　

期
間
は
２
月
2８
日
ま

で
。
２
万
円
以
上
寄
付
い
た
だ
く
特
典
で
希
望

に
よ
り
個
人
名
を
寄
付
銘
板
に
掲
載
す
る
。
記

者
ク
ラ
ブ
等
へ
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
行
う
。

市
民
向
け
総
合
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

市
民
民
主
連
合
　
つ
ま
が
り　
俊
明

質
問�

開
庁
時
間
外
も
対
応
し
て
い
る
神
戸

市
総
合
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
そ
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
取
組
を
参
考
に
、
各
部
署
の
電
話
業
務

の
負
担
軽
減
と
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
視

点
で
の
工
夫
を
も
っ
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
総
務
部
長　
幅
広
い
分
野
に
対
応
で
き
る

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
先
進

自
治
体
の
動
向
を
注
視
、
調
査
等
を
す
る
。
ま

た
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
対
応
の
在
り
方
の

見
直
し
や
、
分
か
り
易
い
ご
案
内
で
業
務
の
効

率
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。

職
員
の
地
域
貢
献
活
動
の
促
進

公
明
党
　
葛
生　
正
文

質
問�

若
手
職
員
が
実
際
に
町
会
・
自
治
会

の
地
域
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
、
現
場
体
験
型

の
職
員
研
修
を
導
入
し
て
も
よ
い
の
で
は
。

答
総
務
部
長　
今
後
も
職
員
が
地
域
活
動
等

に
参
加
す
る
研
修
を
取
り
入
れ
る
等
「
自
ら
考

え
行
動
で
き
る
職
員
」
の
育
成
に
努
め
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止

日
本
共
産
党
　
金
沢　
和
子

質
問�

市
職
員
に
対
す
る
全
庁
的
な
調
査
を

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
総
務
部
長　
幅
広
く
様
々
な
情
報
の
収
集

が
期
待
で
き
る
一
方
で
、
不
確
実
な
情
報
に
基

づ
く
誹
謗
中
傷
に
つ
な
が
る
と
い
う
可
能
性
も

あ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
全
庁
的
な
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

平
和
外
交

質
問�
平
和
都
市
宣
言
を
し
て
い
る
船
橋
市

の
立
場
で
、
自
衛
隊
の
訓
練
等
に
つ
い
て
国
に

発
言
を
し
て
ほ
し
い
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
市
長　
市
民
生
活
に
重
大
な
影
響
が
及
ぶ

よ
う
な
懸
念
事
項
が
発
生
す
れ
ば
、
他
市
と
連

携
し
て
し
っ
か
り
と
対
応
を
し
て
い
く
。

行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン

日
本
共
産
党
　
岩
井　
友
子

質
問�

財
政
状
況
が
回
復
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

負
担
増
や
サ
ー
ビ
ス
を
削
減
し
た
事
業
を
復
活

す
る
な
ど
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
企
画
財
政
部
長　
見
直
し
を
行
っ
た
事
業

等
を
元
に
戻
す
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問�

廃
止
し
た
事
業
等
に
よ
り
市
民
に
与

え
た
影
響
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。�

答
企
画
財
政
部
長　
将
来
に
わ
た
っ
た
安
定

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
見
直
し
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

防
災

災
害
時
の
動
物
同
行
避
難

飛
翔
　
齊
藤　
和
夫

質
問�

市
の
「
ペ
ッ
ト
と
安
全
に
避
難
す
る

た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
可
能
な
避
難
所
の
情
報
を

掲
載
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
市
長
公
室
長　
避
難
の
際
に
参
考
と
な
る

情
報
と
思
わ
れ
る
の
で
、掲
載
を
検
討
し
た
い
。

質
問�

前
述
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
飼
い
主
向

け
情
報
と
避
難
所
運
営
側
向
け
情
報
が
混
在
し

て
い
て
わ
か
り
に
く
い
。
改
訂
す
べ
き
で
は
。

答
市
長
公
室
長　
改
訂
を
含
め
、
あ
り
方
を

保
健
所
や
関
係
団
体
と
連
携
し
て
検
討
し
た
い
。

習
志
野
演
習
場
で
の
訓
練

日
本
共
産
党
　
か
な
み
つ　
理
恵

質
問�

規
則
に
反
し
て
訓
練
を
行
っ
た
こ
と

に
対
し
、
八
千
代
市
長
、
習
志
野
市
長
と
と
も

に
、
3
市
長
の
連
名
で
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ

う
申
し
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

答
市
長
公
室
長　
今
後
こ
の
よ
う
な
事
案
が

発
生
す
れ
ば
、
習
志
野
市
、
八
千
代
市
と
協
議

し
、
必
要
に
応
じ
て
申
入
れ
を
行
っ
て
い
く
。

 

生
活
・
安
全

婚
姻
届
の
記
入
例

日
本
共
産
党
　
か
な
み
つ　
理
恵

質
問�

中
野
区
で
は
、
夫
と
妻
の
氏
の
欄
に

チ
ェ
ッ
ク
を
つ
け
ず
、「
選
択
し
た
婚
姻
後
の
氏
、

い
ず
れ
か
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
」
と
記

載
し
て
い
る
。
船
橋
市
も
変
更
す
べ
き
。

答
市
民
生
活
部
長　
他
市
の
事
例
な
ど
を
参

考
に
し
な
が
ら
変
更
し
て
い
き
た
い
。

市
民
等
へ
の
情
報
提
供

市
政
会
　
滝
口　
一
馬

質
問�

本
市
は
日
本
郵
便
㈱
と
包
括
連
携
協

定
を
結
ん
で
い
る
。郵
便
ポ
ス
ト
に
二
次
元
コ
ー

ド
等
を
掲
示
し
、
市
の
防
災
や
観
光
に
関
す
る

情
報
を
市
民
に
情
報
提
供
で
き
な
い
か
問
う
。

答
市
長
公
室
長　
郵
便
ポ
ス
ト
を
活
用
し
た

情
報
提
供
は
興
味
深
い
取
組
な
の
で
関
係
部
署

と
検
討
し
て
い
く
。

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
１
１
９ 公

明
党
　
葛
生　
正
文

質
問�

全
国
73
の
地
域
で
映
像
通
報
シ
ス
テ

ム（
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
１
１
９
）が
運
用
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
、見
解
を
伺
う
。

答
消
防
局
長　
他
市
の
導
入
状
況
や
そ
の
効

果
等
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

市
民
協
働
へ
の
取
組

公
明
党
　
松
橋　
浩
嗣

質
問�

市
民
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ー
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町
会
・
自
治
会
の
敬
老
行
事

質
問�

令
和
元
年
度
と
令
和
5
年
度
で
は
、

い
く
つ
の
町
会
と
自
治
会
が
実
施
し
た
の
か
。

答
健
康
福
祉
局
長　
令
和
元
年
度
は
、
６
６�

０
の
町
会
自
治
会
で
実
施
さ
れ
、
町
会
自
治
会

全
体
の
数
に
対
す
る
実
施
率
は
74
・
8
％
で

あ
っ
た
。
令
和
5
年
度
は
、
４
１
５
の
町
会
自

治
会
で
実
施
さ
れ
、
町
会
自
治
会
全
体
の
数
に

対
す
る
実
施
率
は
46
・
7
％
と
な
っ
て
い
る
。

医
療
セ
ン
タ
ー
建
替
え

飛
翔
　
今
仲　
き
い
こ

質
問�

新
病
院
整
備
総
支
払
額
は
約
８
０
７ 

億
円
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。
工
事
費
が
底
な

し
に
な
ら
な
い
か
。い
く
ら
ま
で
建
設
可
能
か
。

答
副
病
院
局
長　
現
在
、
実
施
設
計
を
行
っ

て
お
り
、
工
事
費
が
見
え
て
き
た
段
階
で
事
業

収
支
計
画
の
検
証
を
行
う
の
で
、
現
段
階
で
い

く
ら
ま
で
可
能
か
を
示
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

質
問�

発
注
工
事
費
単
価
の
妥
当
性
判
断
は
。

答
副
病
院
局
長　
市
の
単
価
を
採
用
し
、
単

価
が
な
い
も
の
は
原
則
複
数
見
積
り
を
取
得
す

る
等
に
よ
っ
て
適
正
な
工
事
費
を
算
出
で
き
る
。

が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
支
援

飛
翔
　
佐
藤　
つ
ぐ
み

質
問�

が
ん
当
事
者
（
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
）

に
対
す
る
更
な
る
支
援
を
検
討
す
る
か
。

答
健
康
部
長　
ウ
ィ
ッ
グ
の
助
成
や
、
若
年

が
ん
患
者
へ
の
助
成
を
始
め
た
と
こ
ろ
。
今
後

の
さ
ら
な
る
支
援
策
は
、
事
業
実
績
の
推
移
や

国
・
県
の
動
向
を
踏
ま
え
判
断
し
た
い
。

質
問�

当
事
者
が
前
向
き
に
治
療
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
HP
等
で
情
報
発
信
で
き
な
い
か
。

答
健
康
部
長　
個
々
の
情
報
の
受
け
取
り
方

が
違
う
た
め
、
現
時
点
で
は
難
し
い
と
考
え
る

が
医
師
会
等
へ
相
談
し
、
研
究
し
て
い
く
。

戦
没
者
追
悼
式市

政
会
　
日
色　
健
人

質
問�

戦
没
者
追
悼
式
の
趣
旨
ま
た
目
的
、

令
和
５
年
度
の
実
績
は
。

答
福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
長　
先
の
大
戦
に
て
戦

没
さ
れ
た
市
民
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
ご
遺

族
の
労
苦
を
ね
ぎ
ら
う
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

令
和
５
年
度
は
67
名
が
参
加
し
た
。

質
問�

ご
遺
族
の
高
齢
化
に
伴
い
、
今
後
参

加
者
の
減
少
が
想
定
さ
れ
る
が
、
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
は
。

答
福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
長　
戦
没
者
追
悼
式
は
、

戦
没
者
に
謹
ん
で
哀
悼
の
誠
を
さ
さ
げ
、
悲
惨

な
戦
争
の
歴
史
を
繰
り
返
さ
ぬ
よ
う
ご
遺
族
の

戦
禍
の
記
憶
を
共
有
し
、
ま
た
そ
の
労
苦
に
対

し
て
深
い
敬
意
を
表
す
る
機
会
と
し
て
市
と
し

て
も
重
要
な
も
の
。
船
橋
市
遺
族
会
の
ご
意
見

も
伺
い
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
参
り
た
い
。

放
課
後
ル
ー
ム無所

属
　
三
宅　
け
い
こ

質
問�

今
年
度
、
開
設
さ
れ
て
い
な
い
ル
ー

ム
が
い
く
つ
か
あ
る
よ
う
だ
が
、
児
童
数
か
ら

み
る
と
同
一
小
学
校
の
開
設
ル
ー
ム
は
、
条
例

の
面
積
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
の
で
は
。

答
こ
ど
も
家
庭
部
長　
開
設
し
て
い
な
い
部

屋
も
自
由
に
使
え
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

面
積
基
準
は
満
た
し
て
い
る
。

質
問�

空
き
部
屋
も
使
用
す
る
た
め
に
は
、

ト
ア
ッ
プ
制
度
が
開
始
さ
れ
た
理
由
は
な
に
か
。

答
市
民
生
活
部
長　
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
に
参
加
し
た
学
生
や
受
入
団
体
か
ら
夏
休
み

以
外
に
も
体
験
機
会
が
あ
れ
ば
良
い
、
学
生
に

限
定
し
な
い
方
法
を
検
討
し
て
欲
し
い
と
の
要

望
が
従
来
か
ら
あ
っ
た
。
よ
り
多
く
の
市
民
が

様
々
な
活
動
を
し
や
す
い
よ
う
、
期
間
や
対
象

を
広
げ
て
実
施
す
る
制
度
で
あ
る
。「
ふ
な
ば
し

市
民
力
発
見
サ
イ
ト
」の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ペ
ー
ジ
に
情
報
を
集
約
す
る
こ
と
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
を
し
た
く
て
も
ど
こ
に
情
報
が
あ
る
か

わ
か
ら
な
い
と
い
う
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。

 

子
育
て
・
健
康
・
福
祉

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

清
風
会
　
島
田　
た
い
ぞ
う

質
問�

少
子
化
対
策
大
綱
を
つ
く
っ
て
か
ら

計
画
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答
こ
ど
も
家
庭
部
長　
少
子
化
対
策
は
重
要
。

現
時
点
で
反
映
で
き
る
こ
と
は
取
り
入
れ
た
い
。

保
育
士
確
保
対
策清風

会
　
鈴
木　
和
美

質
問�

船
橋
市
は
今
後
の
保
育
士
確
保
対
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
こ
ど
も
家
庭
部
長　
保
育
士
確
保
対
策
は

大
変
重
要
な
課
題
と
考
え
て
い
る
。
新
た
な
保

育
士
を
確
保
す
る
だ
け
で
な
く
、
現
在
勤
め
て

い
る
保
育
士
の
方
々
が
継
続
し
て
長
く
勤
め
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
方
策
に
つ
い
て
、
私
立
保

育
所
等
か
ら
の
ご
意
見
や
他
市
で
の
取
組
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

令和５年度船橋市戦没者追悼式の様子

闘病中の様子
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人
員
が
必
要
だ
が
、
17
時
ま
で
の
短
時
間
勤
務

を
す
る
職
員
を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
こ
ど
も
家
庭
部
長　
協
議
し
て
い
く
。

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援

市
民
民
主
連
合
　
三
橋　
さ
ぶ
ろ
う

質
問�

本
市
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答
こ
ど
も
家
庭
部
長　
市
協
議
会
に
お
い
て
、

連
携
し
課
題
解
決
の
た
め
検
討
を
進
め
て
い
る
。

放
課
後
ル
ー
ム
支
援
員
へ
の
相
談

市
民
民
主
連
合
　
池
沢　
み
ち
よ

質
問�

保
護
者
か
ら
受
け
た
相
談
へ
の
対
応

策
を
示
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
あ
る
。見
解
は
。

答
こ
ど
も
家
庭
部
長　
体
制
作
り
に
努
め
る
。

船
橋
市
に
も
大
学
病
院
誘
致
を

市
民
民
主
連
合
　
朝
倉　
幹
晴

質
問�

船
橋
市
の
人
口
は
約
65
万
で
島
根
県

と
並
ん
だ
。
市
川
・
浦
安
・
柏
・
松
戸
・
印
西
市

等
に
は
大
学
病
院
が
あ
る
。現
市
長
の
市
立
医
療

セ
ン
タ
ー
の
水
害
危
惧
地
区
へ
の
移
設
を
含
む

開
発
計
画
（
５
３
８
億
円
、
市
民
１
世
帯
18
万

円
の
税
金
投
入
）は
見
直
す
べ
き
。大
学
病
院
誘

致
で
医
療
セ
ン
タ
ー
統
合
あ
る
い
は
役
割
分

担
・
並
存
さ
せ
、建
設
・
維
持
に
係
る
税
金
負
担

を
減
ら
し
、
最
新
医
療
を
提
供
す
べ
き
で
は
。

答
杉
田
副
市
長　
大
学
病
院
誘
致
に
よ
る
医

療
セ
ン
タ
ー
統
合
は
考
え
て
い
な
い
。

敬
老
祝
賀
会
の
報
告
書

市
民
民
主
連
合
　
神
田　
廣
栄

質
問�

領
収
書
添
付
を
不
要
に
し
た
理
由
は
。

答
健
康
福
祉
局
長　
申
請
書
を
郵
送
で
受
付

け
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
た
。
今
後
は
町

会
等
役
員
の
署
名
を
も
ら
う
な
ど
検
討
し
た
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

結
　
浅
野　
賢
也

質
問�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

感
染
を
完
全
に
予
防
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

重
症
化
を
防
ぎ
、
入
院
患
者
を
減
ら
す
な
ど
の

効
果
が
あ
る
。
本
市
で
は
、
高
齢
者
に
対
し
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
的
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

子
供
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
同
様
の
補
助
を
始
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
健
康
部
長　
高
齢
者
等
の
方
に
対
し
て
は
、

接
種
し
た
場
合
の
発
症
予
防
や
重
症
化
予
防
の

効
果
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
平
成
13
年
の
予
防

接
種
法
改
正
に
よ
り
公
費
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

一
方
、
高
齢
者
等
以
外
の
方
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
は
、
蔓
延
予
防
の
効
果
は
期
待

で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
費
助

成
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。

質
問�

子
供
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
は
、

本
人
だ
け
で
な
く
家
族
の
生
活
に
も
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
。
ま
た
、
医
療
費
の
増
大
や
重
症

化
に
よ
る
入
院
費
等
の
保
険
料
増
大
な
ど
、
関

連
す
る
費
用
の
増
大
も
計
り
知
れ
な
い
。
喘
息

な
ど
、
肺
炎
の
リ
ス
ク
の
高
い
基
礎
疾
患
の
あ

る
子
供
に
積
極
的
に
補
助
が
出
来
な
い
か
伺
う
。

答
健
康
部
長　
基
礎
疾
患
の
あ
る
子
供
の
公

費
助
成
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
取
組
状
況

を
研
究
し
て
い
く
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

公
明
党
　
上
田　
美
穂

質
問�

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
接
種
が
進
み

子
宮
頸
が
ん
撲
滅
も
視
野
に
入
っ
た
。
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
対
象
者
の
公
費
接
種
が
来
年
度
末
で

終
了
す
る
旨
を
未
接
種
者
へ
個
別
通
知
す
べ
き
。

答
健
康
部
長　
現
時
点
で
は
個
別
通
知
以
外

の
様
々
な
媒
体
で
接
種
勧
奨
す
る
予
定
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
手
術

公
明
党
　
鈴
木　
心
一

質
問�

繁
殖
す
る
春
ま
で
期
間
の
拡
充
を
。

答
保
健
所
理
事　
２
月
末
ま
で
の
事
業
だ
が
、

要
望
も
あ
る
た
め
、期
間
の
延
長
を
検
討
す
る
。

公
共
施
設
駐
車
場
の
障
害
者
割
引

公
明
党
　
桜
井　
信
明

質
問�

現
状
ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園
等
で
は
障

害
者
手
帳
等
は
窓
口
提
示
だ
が
「
ミ
ラ
イ
ロ
ID
」

等
の
二
次
元
コ
ー
ド
の
利
用
で
デ
ジ
タ
ル
化
を
。

答
都
市
整
備
部
長　
指
定
管
理
者
と
も
協
議

し
な
が
ら
、
施
設
改
修
に
努
め
る
。

単
身
高
齢
者
の
持
ち
家
相
談
対
応

質
問�

単
身
高
齢
者
が
施
設
に
入
る
と
き
に
、

誰
も
住
ま
な
く
な
っ
て
し
ま
う
持
ち
家
に
つ
い

て
の
相
談
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
健
康
福
祉
局
長　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

等
で
成
年
後
見
制
度
や
死
後
事
務
委
任
、
遺
言

作
成
等
、
法
律
家
の
無
料
相
談
を
案
内
す
る
。

 

環
境

ビ
オ
ト
ー
プ
の
設
置

清
風
会
　
島
田　
た
い
ぞ
う

質
問 

蛍
の
飛
び
交
う
金
杉
川
や
北
谷
津
川

上
流
付
近
に
ビ
オ
ト
ー
プ
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答
環
境
部
長　
周
辺
環
境
を
整
備
し
た
上
で
、

ビ
オ
ト
ー
プ
の
必
要
性
を
検
討
す
る
。

資
源
循
環
・
ご
み
減
量
の
取
組

市
政
会
　
米
原　
ま
さ
と

質
問�

他
市
等
で
飲
食
店
で
の
食
べ
残
し
を

持
ち
帰
る
取
組
が
広
が
っ
て
い
る
。
見
解
は
。

答
環
境
部
長　
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

質
問�

南
船
橋
駅
で
傘
の
貸
出
サ
ー
ビ
ス
が

開
始
さ
れ
た
。
本
市
と
提
携
等
は
。

答
環
境
部
長　
導
入
効
果
等
に
つ
い
て
関
係

部
署
と
連
携
し
、
調
査
し
て
い
く
。

地
球
温
暖
化
対
策

市
民
民
主
連
合
　
浦
田　
秀
夫

質
問�

市
の
地
球
温
暖
化
対
策
の
内
、
課
題 

と
な
っ
て
い
る
施
策
に
つ
い
て
、「
情
報
収
集
し

て
い
る
」「
検
討
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
多
く
、

ス
ピ
ー
ド
感
、
危
機
感
が
全
く
足
り
て
い
な
い
。

公共施設駐車場の障害者割引のデジタル化を
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２
０
３
０
年
、
温
室
効
果
ガ
ス
46
％
削
減
は
実

現
で
き
る
の
か
市
長
の
決
意
を
聞
き
た
い
。

答
市
長　
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
は
、
異
常

気
象
な
ど
危
機
的
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
取
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

ご
み
収
集
ボ
ッ
ク
ス
の
無
償
貸
与

公
明
党
　
木
村　
修

質
問�

カ
ラ
ス
除
け
ネ
ッ
ト
無
償
貸
与
と
と

も
に
、
ご
み
収
集
ボ
ッ
ク
ス
も
無
償
貸
与
を
。

答
環
境
部
長　
今
後
、
効
果
や
課
題
を
確
認

し
、
必
要
に
応
じ
て
ご
み
収
集
ボ
ッ
ク
ス
な
ど

ほ
か
の
管
理
用
具
の
貸
与
や
管
理
用
具
購
入
へ

の
補
助
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

 

ま
ち
づ
く
り

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

公
明
党
　
上
田　
美
穂

質
問 

地
域
の
力
で
運
用
す
る
低
速
電
動
自

動
車
を
活
用
し
た
移
動
支
援
を
本
市
も
導
入
を
。

答
道
路
部
長　
公
共
交
通
不
便
地
域
の
改
善

策
の
一
つ
と
考
え
る
。
地
域
の
皆
様
と
実
証
運

行
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

安
全
を
願
う
市
民
の
お
声
か
ら

公
明
党
　
鈴
木　
心
一

質
問�

三
咲
駅
業
務
ス
ー
パ
ー
側
の
踏
切
は
、

通
学
の
児
童
等
が
多
数
渡
り
、
買
い
物
で
市
民

が
横
断
す
る
、
交
差
点
の
よ
う
な
箇
所
。
道
路

改
良
な
ど
安
全
対
策
を
求
め
た
い
。

答
道
路
部
長　
先
行
し
て
整
備
予
定
の
踏
切

が
あ
り
時
間
が
か
か
る
。
即
効
的
な
対
策
と
し

て
、
歩
行
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、
連
接
軌
道

ブ
ロ
ッ
ク
増
設
等
を
鉄
道
事
業
者
と
協
議
す
る
。

自
動
運
転
社
会
へ
の
準
備

公
明
党
　
木
村　
修

質
問�

運
転
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
将
来
に

向
け
、
事
業
者
等
と
協
議
を
行
う
べ
き
で
は
。

答
道
路
部
長　
「
船
橋
市
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
」
に
お
い
て
、
今
後
の
方
向
性
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
ま
い
り
た
い
。

近
居
同
居
支
援
事
業

公
明
党
　
松
嵜　
裕
次

質
問�

親
世
帯
と
近
居
を
目
指
し
て
物
件
を

購
入
後
、
短
期
間
で
も
親
世
帯
と
の
同
居
期
間

が
あ
る
と
、
費
用
助
成
の
交
付
対
象
外
に
な
っ

て
し
ま
う
の
は
事
業
の
趣
旨
か
ら
考
え
る
と
お

か
し
い
の
で
は
な
い
か
。
事
業
趣
旨
が
十
分
生

か
さ
れ
る
運
用
に
改
善
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
建
築
部
長　
実
施
要
綱
で
明
確
に
要
件
を

示
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
は
、
制
度
の
趣
旨
に
照

ら
し
て
認
め
る
べ
き
と
判
断
し
た
場
合
、
要
綱

第
３
条
の
但
し
書
き
を
適
用
し
て
認
め
、
翌
年

度
の
要
綱
に
明
記
す
る
な
ど
制
度
の
改
善
に
努

め
て
い
る
。
今
回
の
ケ
ー
ス
を
含
め
同
居
か
ら

の
近
居
を
対
象
に
加
え
る
か
、検
討
し
て
い
く
。

街
路
樹
の
在
り
方

市
民
民
主
連
合
　
川
井　
洋
基

質
問�

本
市
に
は
多
く
の
街
路
樹
が
あ
る
が
、

樹
木
管
理
に
つ
い
て
は
近
隣
市
と
比
較
し
て
も

見
劣
り
す
る
状
態
。
造
園
や
園
芸
の
専
門
職
と

し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
履
修
し
た
職
員
を
公
園

建
設
や
管
理
、
道
路
部
の
街
路
樹
担
当
に
配
置

換
え
を
す
べ
き
。
ま
た
、
先
進
市
に
倣
い
、
造

園
の
職
種
を
加
え
る
べ
き
で
は
。見
解
を
問
う
。

答
総
務
部
長　
造
園
や
街
路
樹
管
理
等
に
携

わ
る
機
会
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
受
験
案

内
を
工
夫
し
、
知
識
や
経
験
等
を
最
大
限
発
揮

で
き
る
よ
う
適
材
適
所
の
人
材
配
置
に
努
め
る
。

船
橋
市
発
注
の
工
事

結
　
市
川　
た
け
し

質
問�

受
注
者
は
か
な
り
頻
繁
に
書
類
の
提

出
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
提
出
書
類
の
統
廃
合

に
よ
る
削
減
や
内
容
の
簡
素
化
が
必
要
で
は
な

い
か
。
受
注
者
の
負
担
軽
減
や
事
務
経
費
の
削

減
に
繋
が
る
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

答
都
市
計
画
部
長　
書
類
の
簡
素
化
に
よ
る

受
注
者
の
負
担
の
軽
減
は
国
で
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
全
建
統
一
様
式
と
の
整
合
性
を
確
認
す

る
な
ど
書
類
の
簡
素
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

質
問�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
提
出
書
類
デ
ー
タ

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
フ
ァ
イ
ル
が
エ
ク
セ

ル
・
ワ
ー
ド
と
混
在
し
て
い
る
。
エ
ク
セ
ル
・

ワ
ー
ド
お
よ
び
記
入
例
見
本
と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ 

を
併
せ
て
掲
載
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答
都
市
計
画
部
長　
受
注
者
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
よ
り
使
い
や
す
い
提
出
デ
ー
タ
や
記

入
例
を
掲
載
す
る
な
ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改

善
に
努
め
て
い
く
。

質
問�

本
市
発
注
工
事
に
お
け
る
契
約
工
期

完
了
引
渡
し
時
期
の
平
準
化
に
つ
い
て
の
取
組

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
都
市
計
画
部
長　
工
事
の
施
工
時
期
の
平

準
化
は
、
工
事
の
処
遇
改
善
や
資
機
材
等
の
有

効
な
活
用
が
期
待
で
き
品
質
確
保
に
つ
な
が
る

事
か
ら
、
早
期
発
注
や
債
務
負
担
行
為
の
活
用

な
ど
に
よ
り
、
平
準
化
を
図
っ
て
い
る
。

質
問�

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
完
了
後
に
実
施

す
る
建
築
主
事
検
査
お
よ
び
監
督
員
検
査
の
際
、

適
正
に
墜
落
制
止
用
器
具
を
使
用
し
て
い
る
か
。

答
建
築
部
長　
本
市
で
実
施
す
る
検
査
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
の
み

と
し
て
い
た
が
、適
切
な
安
全
対
策
に
つ
い
て
、

墜
落
制
止
用
器
具
の
安
全
な
使
用
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
や
、
他
行
政
機
関
等
に
お
け
る
使

用
状
況
を
調
査
し
て
い
く
。

質
問�

工
事
の
規
模
に
よ
り
入
札
に
参
加
で

き
る
事
業
者
の
振
り
分
け
や
、
入
札
参
加
資
格

審
査
は
適
切
に
行
っ
て
い
る
か
。

答
企
画
財
政
部
長　
本
市
の
船
橋
市
建
設
工

事
入
札
参
加
業
者
資
格
審
査
基
準
に
よ
り
等
級

市内の街路樹
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別
に
格
付
け
し
、
発
注
工
事
の
設
計
金
額
や
技

術
難
易
度
な
ど
を
勘
案
し
、
施
工
能
力
に
応
じ

た
入
札
参
加
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

JR
船
橋
市
場
町
社
宅
跡
地

結
　
浅
野　
賢
也

質
問�

解
体
が
進
ん
で
い
る
が
、
新
た
な
計

画
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
JR
船
橋
駅
北
口
周

辺
は
、激
し
い
渋
滞
を
引
き
起
こ
す
こ
と
か
ら
、

東
西
を
抜
け
る
道
路
を
車
両
も
含
め
て
通
行
で

き
る
船
橋
市
の
管
理
道
路
と
し
て
要
望
で
き
な

い
の
か
。

答
道
路
部
長　

社
宅
跡
地
の
東
西
通
路
は
、

歩
行
者
及
び
自
転
車
の
通
行
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
現
在
、
開
発
協
議
の
中
で
事
業

者
に
協
力
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
現
在
の
状
況

を
存
続
い
た
だ
け
る
旨
了
承
を
得
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
車
両
を
通
過
交
通
さ
せ
る
こ
と

は
、
事
業
者
と
の
協
議
の
中
で
は
安
全
面
等
か

ら
開
発
地
の
環
境
悪
化
を
懸
念
し
て
お
り
、
現

時
点
で
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

路
線
バ
ス
２
０
２
４
年
問
題

日
本
共
産
党
　
岩
井　
友
子

質
問�

市
か
ら
国
へ
路
線
バ
ス
へ
の
支
援
強

化
を
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
道
路
部
長　
市
協
議
会
に
て
お
願
い
す
る
。

海
老
川
上
流
地
区
開
発

日
本
共
産
党
　
松
崎　
さ
ち

質
問�

資
金
計
画
で
は
、
区
画
整
理
事
業
の

総
額
は
１
９
３
億
円
で
、
行
政
の
負
担
金
は

85
億
円
で
あ
る
。
国
や
県
や
市
が
負
担
す
る
85 

億
円
の
う
ち
、
土
地
区
画
整
理
法
に
基
づ
い
て

支
払
い
義
務
の
あ
る
負
担
金
は
幾
ら
な
の
か
。

答
都
市
計
画
部
長　
市
の
負
担
は
法
律
で
規

定
さ
れ
た
義
務
で
は
な
い
が
、
市
の
規
則
等
を

遵
守
す
る
こ
と
が
義
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

質
問�

新
駅
設
置
に
よ
り
保
留
地
価
格
が
高

く
な
る
と
考
え
て
い
る
が
、
多
く
の
公
金
を
出

す
に
も
関
わ
ら
ず
、
組
合
や
業
務
代
行
者
任
せ

に
な
り
過
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
都
市
計
画
部
長　
事
業
計
画
の
資
金
計
画

を
見
直
す
べ
き
状
況
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
市

の
負
担
を
含
め
組
合
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

飛
翔
　
大
沢　
ひ
ろ
ゆ
き

質
問�

事
業
の
受
益
者
負
担
金
を
分
割
で
納

付
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
建
築
部
長　
調
整
を
行
い
、
土
地
所
有
者

等
が
利
用
し
や
す
い
制
度
と
し
て
進
め
て
い
く
。

 

経
済
・
産
業

地
球
温
暖
化
を
逆
手
に

市
民
民
主
連
合
　
神
田　
廣
栄

質
問 

田
植
え
を
少
し
早
め
て
二
期
作
や
野

菜
等
の
二
毛
作
に
指
導
や
助
成
を
し
て
は
。

答
経
済
部
長　
農
業
セ
ン
タ
ー
で
研
究
し
つ

つ
、
市
内
の
農
家
に
有
益
な
情
報
を
提
供
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

市
民
ま
つ
り
の
開
催
時
期

市
政
会
　
滝
口　
一
馬

質
問�
４
年
振
り
に
開
催
さ
れ
た
市
民
ま
つ

り
だ
が
、秋
は
気
温
が
低
い
こ
と
も
あ
り
従
来
の

夏
開
催
が
よ
い
と
考
え
る
。来
年
も
神
事
や
イ
ベ

ン
ト
が
多
い
1０
月
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
経
済
部
長　
参
加
団
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
実
行
委
員
会
に
て
判

断
・
決
定
し
て
い
く
。

 

教
育
・
文
化

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
探
し
方

無
所
属
　
は
ま
の　
太
郎

質
問�

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
す
る
団
体

を
探
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
検
索
サ
イ
ト
を

作
成
し
て
は
ど
う
か
。

答
生
涯
学
習
部
長　
検
索
機
能
が
あ
る
千
葉

県
の
サ
イ
ト
の
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

放
課
後
子
供
教
室
の
活
動
場
所

質
問�

空
調
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
部
屋
で

の
活
動
に
は
改
善
に
向
け
た
対
応
が
必
要
で
は
。

答
管
理
部
長　
利
用
頻
度
等
を
考
慮
し
、
必

要
に
応
じ
空
調
設
置
も
含
め
検
討
を
し
た
い
。

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
時
の
対
応

市
民
民
主
連
合
　
三
橋　
さ
ぶ
ろ
う

質
問�

プ
ー
ル
の
授
業
が
中
止
に
な
る
一
方
、

運
動
公
園
プ
ー
ル
は
営
業
し
て
い
る
。
理
由
は
。

答
学
校
教
育
部
長　
国
や
県
の
通
知
等
に
基

づ
き
、
学
校
で
は
運
動
が
原
則
中
止
と
な
る
。

答
生
涯
学
習
部
長　
様
々
な
方
が
利
用
す
る

た
め
、
利
用
者
の
判
断
に
委
ね
て
い
る
。

小
中
学
校
の
自
転
車
通
学

市
民
民
主
連
合
　
高
橋　
け
ん
た
ろ
う

質
問�

豊
富
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
自
転

車
通
学
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
学

校
に
お
い
て
も
健
康
面
や
経
済
的
理
由
で
自
転

公共工事施工状況確認の様子

市内を走る路線バス
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車
通
学
を
希
望
す
る
児
童
生
徒
が
い
る
。
個
別

の
事
案
は
学
校
長
と
教
育
委
員
会
で
相
談
し
対

応
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
特
別
に
配
慮
を
必
要

と
す
る
児
童
生
徒
に
十
分
な
周
知
を
行
う
べ
き
。

答
学
校
教
育
部
長　
特
別
な
事
情
に
よ
り
自

転
車
通
学
が
必
要
な
児
童
生
徒
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
校
長
会
議
等
に
お
い
て
保
護
者
等
に
丁

寧
な
相
談
体
制
が
図
ら
れ
る
よ
う
周
知
す
る
。

学
校
の
子
供
の
居
場
所
対
策

市
民
民
主
連
合
　
斉
藤　
誠

質
問�

令
和
６
年
度
以
降
、
各
小
中
学
校
に

最
低
１
人
会
計
年
度
任
用
職
員
を
配
置
し
、
子

供
た
ち
が
安
全
に
過
ご
せ
る
環
境
整
備
を
行
う

べ
き
。
ひ
き
こ
も
り
の
子
供
を
も
つ
保
護
者
の

声
を
聞
き
、
教
育
長
は
ど
う
感
じ
る
か
。

答
学
校
教
育
部
長　
会
計
年
度
任
用
職
員
の

配
置
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

答
教
育
長　
学
校
自
体
が
変
わ
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
未
然
防
止
対
策
も
重
要
で
あ
り
、

個
々
の
児
童
生
徒
に
寄
り
添
い
、
様
々
な
手
立

て
で
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策

市
民
民
主
連
合
　
岡
田　
と
お
る

質
問�

こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
予
定
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

答
生
涯
学
習
部
長　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣

言
4０
周
年
記
念
事
業
第
３
弾
と
し
て
、
市
立
船

橋
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
す
る
。

そ
の
ほ
か
、
成
人
の
日
記
念
駅
伝
競
走
大
会
、

小
学
生・女
子
駅
伝
競
走
大
会
を
開
催
す
る
予
定
。

質
問�

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
つ
い
て
、
競

技
団
体
や
選
手
の
支
援
に
力
を
入
れ
る
べ
き
。

答
生
涯
学
習
部
長　
団
体
・
選
手
に
ど
の
よ

う
な
支
援
が
可
能
な
の
か
研
究
し
て
い
き
た
い
。

男
女
混
合
名
簿
の
導
入
状
況

市
民
民
主
連
合
　
池
沢　
み
ち
よ

質
問�

小
学
校
1.8
％
、
中
学
校
０
％
だ
っ
た

が
改
善
さ
れ
た
か
。
ま
た
活
用
状
況
を
伺
う
。

答
学
校
教
育
部
長　

全
学
校
で
導
入
し
た
。

保
護
者
受
付
名
簿
に
活
用
し
て
い
る
。

質
問�

下
駄
箱
や
入
学
・
卒
業
式
で
活
用
を
。

答
学
校
教
育
部
長　
指
導
・
助
言
す
る
。

生
理
に
伴
う
欠
席
の
配
慮

公
明
党
　
草
場　
智
泉

質
問�

思
春
期
の
女
子
の
月
経
異
常
を
早
期

発
見
す
る
た
め
、
学
校
で
使
用
す
る
健
康
調
査

票
に
諸
症
状
を
記
入
す
る
欄
を
設
け
て
は
。

答
学
校
教
育
部
長　
教
職
員
側
か
ら
気
づ
き

健
康
相
談
や
保
健
指
導
に
結
び
付
け
て
い
く
た

め
の
把
握
の
手
段
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え

る
の
で
、
健
康
調
査
票
に
記
入
す
る
欄
を
追
加

す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

質
問�

市
立
船
橋
高
校
の
入
学
者
選
抜
で
生

理
に
伴
う
欠
席
に
つ
い
て
、
不
利
に
な
ら
な
い

よ
う
配
慮
で
き
る
か
ど
う
か
伺
う
。

答
学
校
教
育
部
長　
入
学
志
願
者
が
不
利
益

を
被
ら
な
い
よ
う
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

SC
と
不
登
校
対
策公明

党
　
橋
本　
和
子

質
問�

不
登
校
対
策
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
（
SC
）
の
勤
務
時
間
や
日
数
を
増

や
し
、
相
談
以
外
に
も
子
ど
も
の
様
子
を
観
察

で
き
る
時
間
を
作
り
、
子
ど
も
達
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

早
い
段
階
で
察
知
し
、
未
然
防
止
を
図
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
学
校
教
育
部
長　
不
登
校
未
然
防
止
・
早

期
発
見
の
視
点
か
ら
、
校
内
の
児
童
生
徒
の
観

察
等
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
研
修
会
等
で
SC�

に
働
き
か
け
る
。
併
せ
て
校
長
研
修
会
等
で
SC

の
積
極
的
な
活
用
に
よ
る
児
童
生
徒
の
観
察
を

依
頼
し
、
組
織
と
し
て
子
ど
も
達
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

見
逃
さ
な
い
取
組
を
実
践
す
る
。

体
育
施
設
利
用
案
内

飛
翔
　
大
沢　
ひ
ろ
ゆ
き

質
問�

条
例
で
定
め
ら
れ
た
内
容
と
窓
口
で

の
案
内
が
異
な
っ
て
い
る
が
何
故
か
。

答
生
涯
学
習
部
長　
条
例
を
理
解
し
て
い
な

い
職
員
説
明
に
よ
り
、
誤
っ
た
案
内
と
な
っ
た
。

今
後
窓
口
案
内
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

教
育
に
関
す
る
事
務

清
風
会
　
島
田　
た
い
ぞ
う

質
問�

公
立
の
夜
間
中
学
校
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
学
校
教
育
部
長　
市
の
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま

え
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

質
問�

教
職
員
は
も
と
よ
り
、
児
童
生
徒
向

け
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
研
修
実
施
を
。

答
学
校
教
育
部
長　
関
係
部
局
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
検
討
す
る
。

質
問�

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
位
置
づ
け
は
。

答
学
校
教
育
部
長　
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を

配
置
し
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が

関
わ
る
全
ケ
ー
ス
を
把
握
し
た
上
で
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
く
。

美
術
館
の
整
備

質
問�

市
と
し
て
美
術
館
を
ど
う
位
置
づ
け

し
、
整
備
す
る
予
定
が
あ
る
の
か
。

答
市
長　
長
期
的
な
検
討
の
中
で
美
術
館
建

設
に
向
け
て
の
糸
口
を
見
い
だ
し
て
い
き
た
い
。

放
課
後
子
供
教
室清風

会
　
鈴
木　
和
美

質
問�

今
年
度
よ
り
、
文
部
科
学
省
が
放
課

後
子
供
教
室
に
対
す
る
補
助
金
を
減
額
す
る
が
、

事
業
の
見
直
し
な
ど
の
検
討
を
行
う
の
か
。

答
管
理
部
長　
現
在
子
供
た
ち
の
放
課
後
の

居
場
所
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
事
業
を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
将
来
的
な
事
業
展
開
に
関
し
て
は
、
文

部
科
学
省
の
方
針
や
他
自
治
体
の
施
策
な
ど
を

見
極
め
な
が
ら
、
事
業
の
実
施
内
容
の
精
査
と

充
実
に
努
め
て
い
く
。

放課後子供教室の活動の様子
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なぜ？なぜ？

◎令和6年第1回定例会は、2月13日（火）から3月22日（金）まで開会の予定です。
　詳しい日程は、下記へお問い合わせください。また、右下のコードを読み取ることで日程を確認できます。

「ふなばし市議会だより」に対するご意見・ご感想もお待ちしています。
<問い合わせ>　〒273-8501 船橋市湊町2-10-25　船橋市議会事務局
　　　　　　　　電　話　047-436-3014　　FAX　047-436-3013
　　　　　　　　Eメール　gikai-chosa@city.funabashi.lg.jp

市議会だよりの “� ” にお答えします！
そもそも市議会だよりって何？

市議会だよりはどうやったら
入手できるの？

内容を音声で聞いたり、
点字で読んだりすることは

できるの？

市議会だよりは
いつ発行しているの？

表紙の写真やイラストは
どうやって決めているの？

市議会だよりに書いてあることを
もっと詳しく知りたい！

　市議会だよりは、議会の定例会・臨時会の 
概要をはじめ、各委員会の活動や市議会全般 
にわたる活動をお知らせする広報紙です。
　市議会に提出された議案（条例案や予算案など）
がどのような内容なのか、本会議や委員会で議員が
どのような質問をし、どのような答弁があったのか、
またその議決結果はどうだったのかなど、議論の模
様を主にお伝えしています。
　なお、編集は、市議会広報委員会が行っています。

　市議会だよりは市内全世帯にお届けしている
ほか、公共施設等でも入手できます。
　市議会だよりは、福祉的観点から、
障害福祉施設・高齢者団体の皆様に配
布可能な地域への配布をお願いしてお
り、その他の地域を一般事業者にお願
いしています。約1カ月半をかけ、全世帯にポスティ
ングによりお届けしています。
　その他、公民館や出張所等の公共施設、
主要駅の駅スタンド、市内セブンイレブン
等にも配架しており、市議会ウェブサイト
でもご覧いただけます。

　市議会だよりは、音声版・点字版も発行して
います。
　音声版は市議会ウェブサイトに音
声データを掲載しているほか、お申
込みによりカセット版・CD版をご
自宅にお届けすることが可能です。
音声の収録は、ボランティアグループ「ふなばし声
の広報連絡会」の皆様のご協力により行っています。
　また、点字版についてもお申込みによりご自宅に
お届けいたします。

【申込先】船橋市議会事務局　047-436-3014

　市議会だよりは原則として年４回、定例会が
閉会した翌月頃に発行しています。
　年度によって発行日は異なりますが、例年、４月・
７月・１１月・１月頃に発行しています。
　また、その他にも４年に１度の市議会議員の改選
の際や、臨時的に開かれる臨時会が開催された場合
などに発行するものもあります。

　市議会だよりでは表紙の写真やイラストの 
公募を行っています。
　ご応募いただいた作品は、
市議会広報委員会で協議し、
どの作品が表紙にふさわしい
かを決定しています。
　市内在住・在勤・在学の方であればだれでもご応
募できますので、皆様のご応募お待ちしています。
　なお、テーマは“あなたが想う船橋らし
い”写真・イラストです。
　詳細は市議会ウェブサイトでご確認くだ
さい。

　市議会ウェブサイトや、図書館・市役所行政
資料室等をご利用ください。
　市議会だよりに掲載している内容
は、紙面の都合上、その一部をお伝え
するものとなっています。
　詳細に知りたい場合は、市議会ウェ
ブサイトで会議録等をご覧いただいたり、図書館・

市役所行政資料室等で会議録の冊子を
ご覧いただくことができま
すので、ぜひご利用ください。

船橋市議会 検 索詳しく知りたい方は市議会ウェブサイトをご覧ください

今定例会の主な流れ

9/5 開会
議案・発議案提案説明 P.2、3

9/12～9/21 議案質疑・発議案質疑
一般質問

4、5
10～15

9/25～10/5 各委員会の審査 6、7

10/11 採決（議案等の議決）
閉会 8

その他 閉会中の委員会報告、会派の構成� 9
議会見学会を開催しました、お知らせ�16

令和5年第3回定例会は、令和5年9月5日
から10月11日までの37日間の会期で開かれ
ました。

今定例会では、市長から12議案、議員か
ら4議案が提出され、若年がん患者の在宅療
養支援に関する補正予算案や、東部公民館等
複合施設の大規模改修工事に関する契約議案
などを含む13議案が可決されました。

また、令和４年度一般会計を含む10会計
の決算認定議案が提出され、10件を認定し
ました。

新たに「医療センター整備基金」を設置する条例案や、医療センター建て替えに
必要な経費に充てるための積立金に関する補正予算案を審議・可決
令和４年度一般会計決算を含む10会計の決算認定議案を審議・認定

『船橋駅南口』／作成者：古田　智恵 様／作成年月：令和４年１１月
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船橋市議会 検 索詳しく知りたい方は市議会ウェブサイトをご覧ください

今定例会の主な流れ

5/29 開会
議案・発議案提案説明 P.2、3

6/5～6/13 議案質疑・発議案質疑
一般質問

4、5
9～14

6/15～6/27 各委員会の審査 6、7

6/30 採決（議案等の議決）
閉会 8

その他
会派の構成� 7
閉会中の委員会報告、お知らせ� 15
永年在職議員表彰、お知らせ� 16

令和5年第2回定例会は、令和5年5月29日

から6月30日までの33日間の会期で開かれ

ました。

今定例会では、市長から13議案、議員か

ら10議案が提出され、市内商店会の消費活

性化事業への支援や、バス・タクシー事業者

への支援に関する補正予算案などを含む16

議案が可決されました。

物価高騰等の影響への各種支援策について審議・可決
子育て世帯を対象とした給付金の支給など

『4年ぶりの海老川親水市民まつり』／撮影者：松島　知恵子 様／撮影年月日：令和5年6月4日
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